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2024年２月14日 

各位 

会 社 名 株式会社構造計画研究所 

代表者名 代表執行役社長 渡邊 太門 

 （東証スタンダード市場・コード４７４８） 

問合せ先 執行役副社長 木村 香代子 

電話番号  ０３－５３４２－１１４２ 

 

 

（訂正）「2024年６月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）」の 

一部訂正について 

 

 2024 年２月 13 日に公表しました「2024 年６月期第２四半期決算短信［日本基準]（非連結）」の記載内容に一

部訂正がありましたのでお知らせいたします。  

記 

  

１.訂正の理由 

「2024 年６月期第２四半期決算短信［日本基準]（非連結）」の公表後に訂正すべき事項があることが判明したため、

これを訂正するものであります。 

 

２.訂正の内容（訂正箇所は下線で表示しております。) 

・添付資料（４ページ） 

「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）財政状態に関する説明」 

 

【訂正前】 

①財政状態の状況 

（省略） 

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末に比べて 5.4%減少し、87 億 99 百万円となりました。これは、主に利益剰余金が７

億 32 百万円減少する一方、自己株式（控除項目）が３億 28 百万円増加したことによります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、７億 46 百万円（前年同四半

期比 97 百万円増加）となりました。 

当第２四半期累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における営業活動による資金の減少は 16 億 40 百万円（前年同四半期比３億 62 百万円の支

出増）となりました。主な要因は、未払費用の減少額 12 億 14 百万円、税引前四半期純損失２億 57 百万円、賞与引

当金の増加額５億 62 百万円であります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における投資活動による資金の減少は２億 48 百万円（前年同四半期比４億 10 百万円の支

出減）となりました。主な要因は、投資有価証券の取得による支出１億 35 百万円、有形固定資産の取得による支出

58 百万円、無形固定資産の取得による支出 40 百万円であります。  
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における財務活動による資金の増加は74百万円（前年同四半期比３億91百万円の収入減）

となりました。主な要因は、資金の流入では短期借入金の純増額４億円、長期借入れによる収入７億 50 百万円、自

己株式の処分による収入６億 71 百万円、資金の流出では自己株式の取得による支出７億 12 百万円、長期借入金の

返済による支出５億 53 百万円であります。 

 

 

【訂正後】 

①財政状態の状況 

（省略） 

（純資産） 

 純資産合計は、前事業年度末に比べて 5.4%減少し、87 億 99 百万円となりました。これは、主に利益剰余金が７

億 32 百万円減少する一方、自己株式（控除項目）が３億 28 百万円減少したことによります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、10 億 36 百万円（前年同四半

期比２億 90 百万円増加）となりました。 

 当第２四半期累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における営業活動による資金の減少は 20 億９百万円（前年同四半期比３億 68 百万円の支

出増）となりました。主な要因は、未払費用の減少額 15 億１百万円、税引前四半期純損失１億 52 百万円、賞与引

当金の増加額５億 67 百万円であります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における投資活動による資金の減少は２億62百万円（前年同四半期比13百万円の支出増）

となりました。主な要因は、貸付による支出１億 43 百万円、有形固定資産の取得による支出 69 百万円、無形固定

資産の取得による支出 33 百万円であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における財務活動による資金の増加は９億８百万円（前年同四半期比８億 33 百万円の収入

増）となりました。主な要因は、資金の流入では短期借入金の純増額 18 億円、自己株式の処分による収入４億７百

万円、資金の流出では長期借入金の返済による支出６億 45 百万円、配当金の支払５億 99 百万円であります。 

 

以 上 


